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一 吟 徹 心 霊
一 曲 能 興 国

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
一
般
社

団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
総
本
部
事

務
局
長
を
拝
命
し
て
一
年
五
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
前
任
者
の
錦
城
会
専

務
理
事
・
総
本
部
事
務
局
長
を
、
土

師
城
皓
先
生
が
、
平
成
二
十
三
年
六

月
か
ら
令
和
六
年
八
月
ま
で
十
四
年

間
に
亘
り
、
重
責
を
担
っ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
ご
都
合
に
よ
り
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感

謝
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

　
　

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
の
運
営

そ
の
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
て
事
務

局
長
と
し
て
、
会
員
の
減
少
を
強
く

感
じ
対
策
を
考
え
て
も
思
い
当
た
ら

ず
、
迷
宮
の
中
に
い
ま
す
。
如
何
に

す
れ
ば
、
全
師
範
・
全
会
員
を
喜
ば

す
事
が
出
来
る
の
か
？
そ
れ
の
み
を

追
求
し
て
お
り
ま
す
。

湯
河
原
・
全
国
師
範
大
会
で
は
宗

家
の
ご
了
承
の
下
に
「
合
吟
」
を
取

り
入
れ
た
事
。
雄
琴
・
全
国
師
範
大

会
で
も
、「
合
吟
」を
取
り
入
れ
た
事
。

効
果
は
、
一
体
感
を
感
じ
て
合
吟
者

が
一
つ
に
溶
け
合
う
事
や
、
通
常
は

絶
句
一
題
だ
け
ど
「
合
吟
」
で
あ
っ

て
も
多
く
詠
う
事
が
で
き
て
、
詠
う

喜
び
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
他

の
団
体
・
日
本
詩
吟
学
院
等
で
は
、

三
名
か
ら
数
十
名
の
合
吟
の
発
表
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。錦
城
会
で
も
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
を
考
慮
す
る
必

要
を
感
じ
ま
す
。

詩
吟
朗
詠
錦
城
流
二
代
宗
家

　
　

ご
襲
名
五
十
周
年
に
思
う

二
代
宗
家
に
初
め
て
お
会
い
し
た

の
は
、
神
奈
川
県
桜
木
町
に
あ
る
会

場
で
、
他
会
の
詩
吟
大
会
が
開
催
さ

れ
、
流
祖
が
招
待
吟
詠
に
出
吟
さ
れ

る
場
所
で
し
た
。
四
十
才
前
後
の
穏

や
か
な
顔
を
し
た
方
の
印
象
で
し

た
。突

然
宗
家
に
な
ら
れ
、
ご
苦
労
も

多
か
っ
た
事
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

五
十
年
を
迎
え
ら
れ
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
足
跡
を
語

ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
（
１
９
７
７
）
流

祖
・
山
元
錦
城
師
の
死
去
に
よ
り
、

詩
吟
朗
詠
錦
城
流
宗
家
は
、長
男（
国

光
）
が
、
二
代
目
を
襲
名
し
て
、
流

祖
の
意
思
を
引
き
継
い
で
か
ら
、
令

和
八
年
（
２
０
２
６
）
で
、
四
十
九

年
を
越
え
る
。
そ
の
間
、
錦
城
会
と

し
て
は
、
法
人
設
立
を
目
指
し
、
平

成
二
年
（
１
９
９
０
）
社
団
法
人
格

を
取
得
「
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城

会
」
と
な
り
、
最
初
の
会
長
に
就
任

す
る
。
そ
の
後
、
内
閣
府
は
、
平
成

二
十
年
（
２
０
０
８
）
の
公
益
法
人

制
度
大
改
革
を
実
施
の
た
め
、
社
団

法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
は
、
一
般

社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
に
移

行
を
選
択
し
て
、
平
成
二
十
四
年

（
２
０
１
２
）
四
月
一
日
に
成
立
す

る
。
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
全
国
大
会
の

開
催
は
毎
年
行
わ
れ
、
大
会
の
目
的

に
あ
る
「
特
別
番
組
」
の
出
演
発
表

と
新
作
創
作
作
り
に
当
た
る
。
そ
れ

ら
の
芸
術
作
品
が
好
評
を
得
て
、
平

成
二
十
五
年
（
２
０
１
３
）
青
柳
正

規
文
化
庁
長
官
よ
り
、
我
が
国
芸
術

文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
事
で
「
表

彰
状
」
を
拝
受
す
る
。
平
成
二
十
六

年
（
２
０
１
４
）
四
月
二
十
九
日
、

安
部
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
、
日

本
国
天
皇
よ
り
の
、
多
年
文
化
芸
術

関
係
団
体
の
要
職
に
寄
与
し
た
業
績

に
対
す
る
「
藍
綬
褒
章
」
の
勲
章
を

拝
受
す
る
。
現
在
は
、
詩
吟
朗
詠
錦

城
流
宗
家
と
し
て
、
全
国
宗
範
の
指

導
、
全
国
教
授
師
範
以
上
の
指
導
、

各
地
区
昇
格
試
験
の
実
施
、
琵
琶
演

奏
者
の
育
成
等
を
行
っ
て
い
る
。
日

本
伝
統
文
化
吟
友
会
副
会
長
と
し
て

先
頭
に
立
ち
、
発
展
伸
展
の
た
め
奮

闘
す
る
。

詩
吟
朗
詠
錦
城
流

流
祖
五
十
回
忌
を
迎
え
て
想
う
事

五
十
年
前
の
九
月
二
十
五
日
、
晴

天
の
霹
靂
の
如
く
旅
立
っ
た
流
祖
。

流
祖
が
日
頃
申
し
て
居
ら
れ
た
言
葉

を
思
い
出
す
。

一
、
舞
台
人
に
成
り
な
さ
い
。

二
、
芸
術
性
を
よ
り
高
め
な
さ
い
。

三
、一
位
を
目
指
し
な
さ
い
。

四
、
嘘
を
着
か
な
い
人
に
成
り
な
さ

い
。

五
、
舞
台
上
で
死
ね
れ
ば
本
望
。

等
と
、
言
葉
を
残
し
て
畳
の
上
で
の

大
往
生
で
し
た
。
今
に
し
て
も
、
何

十
年
後
で
在
っ
て
も
、
耳
の
底
に

残
っ
て
い
る
声
。
私
は
忘
れ
な
い
。

詩
吟
朗
詠
錦
城
流
の
魅
力

最
近
の
吟
詠
を
聞
い
て
い
る
と
全

て
が
同
じ
節
調
に
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
個
性
を
感
じ
ま
せ
ん
。
錦
城
流

は
、

一
、
四
の
音
を
出
だ
し
で
使
っ
て
い

る
事

二
、
節
回
し
が
流
暢
で
あ
る
事

三
、
声
を
張
り
上
げ
る
事

四
、
転
句
で
、
七
の
音
を
長
く
伸
ば

す
事

五
、
結
句
で
、
節
回
し
が
、
三
か
ら

順
番
に
上
げ
、五
を
少
し
伸
ば
し
、

六
、七
、六
を
伸
ば
す
事

六
、
節
回
し
の
特
徴
は
、
三
を
伸

ば
し
、
三
半
を
少
し
伸
ば
し
て
、

三
二
半
で
止
め
る
事
等
。

特
筆
す
べ
き
特
徴
を
持
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
次
頁
に
続
く
）

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

副
会
長
・
事
務
局
長

金

子

城

大

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
の

　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
と
し
て
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墓
前
に
お
花
と
お
線
香
を
あ
げ
、

合
掌
し
た
後
、
2
題
の
吟
を
参
加
者

全
員
で
天
高
く
合
吟
し
、
故
人
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

（
東
京
都
本
部
長

中
野
錦
修
）

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

令
和
７
年
９
月
20
日
（
土
）、
流

祖
の
菩
提
寺
で
あ
る
乗
満
寺
（
東
京

都
世
田
谷
区
）
に
て
墓
参
を
行
い
ま

し
た
。
例
年
、
流
祖
の
ご
命
日
の
9

月
25
日
前
後
の
土
・
日
い
ず
れ
か
で

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
あ

い
に
く
の
小
雨
が
降
る
中
、
東
京
都

本
部
役
員
等
総
勢
6
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

に
役
立
た
せ
る
。
こ
の
目
標
に
向

か
っ
て
挑
戦
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
歩
み
と
お
願
い

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
が
発
足
し
て
早

七
十
三
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
三

月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
全
国
大
会

の
開
催
を
隔
年
に
す
る
案
や
、
会
費

値
上
げ
の
案
、が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

事
業
の
見
直
し
や
、
維
持
管
理
費
の

見
直
し
等
、
節
約
を
す
る
事
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
の

見
通
し
は
、建
て
難
い
状
況
で
す
が
、

事
務
局
長
と
し
て
、
努
力
を
い
た
し

ま
す
。
錦
城
会
相
談
役
、
最
高
諮
問

委
員
、
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
、

常
務
理
事
、
理
事
、
監
事
、
参
与
、

都
道
府
県
本
部
長
、
支
部
長
、
道
場

長
、
吟
詠
部
長
を
始
め
会
員
の
皆
様

方
に
、
こ
の
厳
し
い
現
状
を
ご
理
解

頂
き
た
く
お
願
い
申
し
げ
ま
す
。

錦
城
流
は
最
高
で
す
。

語
る
様
に
詠
い
ま
し
ょ
う
。

強
弱
を
付
け
て
詠
い
ま
し
ょ
う
。

ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
に
参
加
し
支
援

平
成
四
年
よ
り
「
ビ
ク
タ
ー
吟
友

会
」
を
支
援
し
て
、
宗
家
と
錦
城
会

有
志
（
本
村
錦
香
・
城
戸
城
濤
・
金

子
城
大
・
西
川
錦
洸
・
竹
崎
錦
里
各

先
生
方
等
）
共
に
入
会
し
ま
し
た
。

北
海
道
地
区
・
関
東
地
区
・
中
部
地

区
・
中
国
地
区
・
九
州
地
区
と
組
織

が
で
き
て
、
主
行
事
の
目
的
は
、
吟

剣
詩
舞
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
錦
城
会
会
員
を
支
援
す
る
事
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
の

経
験
か
ら
、
技
量
の
上
達
を
早
め
る

方
法
や
機
会
と
し
て
、
コ
ン
ク
ー
ル

の
出
場
は
、
役
に
立
つ
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
業
績
を
機
関

誌
「
錦
友
」
に
載
せ
る
事
に
因
っ
て

会
員
の
士
気
を
挙
げ
、
上
達
を
促
す

事
に
繋
げ
る
原
動
力
に
な
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
ビ

ク
タ
ー
吟
友
会
か
ら
、
日
本
伝
統
文

化
吟
友
会
と
名
称
が
変
更
と
な
り
、

運
営
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
吟
剣
詩

舞
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
、
吟
詠

の
部
・
剣
詩
舞
の
部
、
そ
れ
ぞ
れ
に

一
位

文
部
科
学
大
臣
賞

二
位

開
催
県
知
事
賞

三
位
（
公
財
）
日
本
伝
統
文
化

振
興
財
団
賞
、
が
贈
ら
れ
ま
す
。
全

国
大
会
の
各
区
分
別
優
勝
者
に
は
、

優
秀
吟
士

優
秀
剣
士

優
秀
舞
士

の
称
号
が
贈
ら
れ
て
、
今
後
の
活
動

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

記
事
の
訂
正

①
前
号
３
２
４
号
１
頁
3
段
目
の
中

で
「
東
京
武
道
館
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
会
場
名
は「
日
本
武
道
館
」

で
し
た
。

②
新
入
会
員
の
紹
介
の
中
で
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。

福
沢
支
部
↓
稲
沢
支
部
に

彦
根
支
部　
　

稲
本

誠
↓
稲
木

誠
に

流

祖

墓

参

◇
新
組
織
体
の
紹
介
◇

国
際
松
濤
館
吟
詠
部
（
東
京
都
）

（
再
開
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

新
入
会
員
の
紹
介

︵
12
／
16
～
３
／
31
︶

有
田
道
場

池
田
栄
次

稲
沢
支
部

山
田
千
榮

島
原
支
部

平
川
里
保

米
原
支
部

大
岡
弘
和

羽
曳
野
支
部

野
口
し
の
ぶ

伊
万
里
支
部

力
武
文
子

岡
垣
支
部

浦
塚
秀
寿

佐
久
道
場

小
林
成
美

松
本
富
子

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

中
野
錦
史
（
東
京
都
）　
　

８
・
３

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

︵
令
和
８
年
４
月
～
９
年
３
月
︶

◆
本
会
主
催

◇
本
会
後
援

◇
滋
賀
県
湖
南
地
区
大
会

・
令
和
8
年
7
月
19
日
（
日
）

・
能
登
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
錦
城
会
全
国
大
会

・
令
和
8
年
9
月
27
日
（
日
）

・
東
京
都
大
田
区
ア
プ
リ
コ

◇
北
海
道
道
南
本
部
大
会

・
令
和
8
年
10
月
11
日
（
日
）

・
函
館
市
民
会
館

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

７
・
12
・
16
よ
り

８
・
３
・
2
ま
で

１
月
25
～
26
日

大
阪
府
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

２
月
４
日

東
京
都
・
神
奈
川
県
本

部
の
昇
格
審
査

　
　

21
日

東
京
都
本
部
の
講
習
研

修
会

3
月
1
日

佐
賀
県
本
部
の
講
習
研

修
会

　
　

16
日

常
務
理
事
会

　
　

18
日

理
事
会

今
年
の
９
月
27
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
は
、
東
京
都
の
大

田
区
民
ホ
ー
ル
「
ア
プ
リ
コ
」
の
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
千
人
収

容
の
大
き
な
ホ
ー
ル
で
す
。

Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
か
ら
徒
歩
４
分
、
羽

田
空
港
か
ら
も
、
新
幹
線
で
品
川
か

ら
も
便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。

今
か
ら
是
非
ご
検
討
い
た
だ
き
、

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
少
し
早
い
ご
案
内
で
し

た
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

令
和
８
年
全
国
大
会
の
会
場
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令
和
８
年
1
月
18
日
、
滋
賀
県
本

部
湖
東
地
区
令
和
8
年
初
吟
会
を

「
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
・
エ
コ
ー

ホ
ー
ル
」に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
厳
冬
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
朝
か
ら
冬
晴
れ
の
天
候
に
恵
ま

れ
、地
元
彦
根
支
部
の
会
員
の
ほ
か
、

故
林
田
錦
華
先
生
が
広
め
ら
れ
た
長

浜
支
部
・
野
洲
支
部
・
大
津
支
部
・

甲
良
支
部
か
ら
多
数
の
会
員
が
、
受

付
開
始
よ
り
早
い
時
間
か
ら
来
場
さ

れ
、
皆
さ
ん
初
吟
会
を
楽
し
み
に
し

て
お
ら
れ
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

初
め
に
滋
賀
県
本
部
長
の
林
錦
枝

先
生
（
彦
根
支
部
長
）
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
近
年
は
会

員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
長
年

精
進
し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
詩
吟
が
生
き
る
力
の
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
心
に
留
め
て
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
、
力
強
く
熱

の
こ
も
る
お
言
葉
に
会
場
の
皆
さ
ん

が
感
動
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

引
き
続
き
、林
先
生
の
指
揮
で「
富

士
山
」
の
大
合
吟
の
あ
と
、
金
屏
風

神
奈
川
県
本
部
に
お
け
る
今
年
の

初
吟
会
は
、
吟
詠
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後

に
昨
年
に
続
い
て
漢
詩
か
る
た
大
会

を
行
い
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
今
年
は
40
名
を
超
え
る
出
吟

者
が
参
加
し
、
40
枚
の
カ
ー
ド
を
並

べ
て
、
20
枚
の
カ
ー
ド
を
取
上
げ
る

ゲ
ー
ム
で
腕
を
競
い
合
い
、
漢
詩
か

る
た
に
馴
染
む
雰
囲
気
が
出
て
き
ま

し
た
。
上
（
起
承
）
の
句
を
読
み
上

げ
、
下
（
転
結
）
の
句
を
取
る
ゲ
ー

ム
、
ま
た
、
詩
文
の
情
景
と
作
者
の

心
情
を
読
み
あ
げ
て
カ
ー
ド
を
取
上

げ
る
ゲ
ー
ム
は
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド

な
側
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
楽
し
み
な
が
ら
も
普
段
か
ら
漢

詩
文
の
内
容
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま

す
。
か
る
た
大
会
の
ゲ
ー
ム
の
方
法

と
ス
ナ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

来
年
は
、
漢
詩
だ
け
で
な
く
、
和

歌
の
か
る
た
も
加
え
て
さ
ら
に
高
度

な
遊
び
心
を
身
に
つ
け
て
行
こ
う
と

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
ど

も
は
、
か
る
た
大
会
が
全
国
に
普
及

し
て
い
く
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

神
奈
川
県
本
部
は
、
会
員
増
強
の

手
段
と
す
べ
く
令
和
６
年
度
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
れ

な
り
の
ア
ク
セ
ス
数
は
あ
る
の
で
す

が
、
成
果
は
な
か
な
か
上
が
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
専
務
理
事
自
ら
ス
マ
ホ
を
活
用

し
た
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
公
開
方
法
を

新
春
か
る
た
大
会
と

県
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

　
　

Y
o
u
T
u
b
e

の
活
用
に
つ
い
て

学
び
、
昨
年
５
月
か
ら
県
本
部
固
有

のY
o
u
T
u
b
e

、「
カ
ナ
ギ
ン
錦
城
」

を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
吟
詠
発
表

会
に
お
け
る
12
名
の
吟
詠
を
ア
ッ
プ

し
て
き
ま
し
た
。
初
吟
会
に
お
け
る

１
０
０
歳
近
い
方
の
吟
詠
ス
ナ
ッ
プ

写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
れ
に
加
え
、
元
会
員
の
凄
腕
に

よ
る
写
真
映
像
に
佐
藤
本
部
長
自
ら

の
吟
詠
を
添
え
て
「
現
存
天
守
十
二

城
」
を
今
年
の
１
月
か
ら
ア
ッ
プ
し

て
お
り
ま
す
。
１
月
は
弘
前
城
、
２

月
は
松
本
城
を
公
開
し
、
今
年
の
12

月
ま
で
順
次
全
国
の
天
守
と
吟
詠
を

公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
も
ご
観
賞
下
さ
い
。
私
ど
も
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
とY

o
u
T
u
b
e

が
有

機
的
に
結
び
付
き
、
相
乗
効
果
を
上

げ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県
本
部
専
務
理
事伊

東
城
峯
）

滋
賀
県
本
部
湖
東
地
区

令
和
八
年
初
吟
会
を
開
催

を
背
景
に
詩
舞
道
錦
城
流
会
員
6
名

に
よ
る
「
宝
船
」
の
詩
舞
が
披
露
さ

れ
、
会
場
の
新
年
の
お
め
で
た
モ
ー

ド
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吟
詠
は
無
伝
の
方
か
ら
順
に
総
師

範
の
先
生
ま
で
、
こ
の
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
50
題
、
出
吟
者
は
90
名
を
超

え
る
会
員
に
よ
り
絶
句
・
律
詩
で
の

吟
詠
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
詩
吟
を
愛
し
精
進
し
て

お
ら
れ
る
会
員
の
生
き
生
き
と
し
た

表
情
、
か
つ
心
地
よ
い
緊
張
と
気
迫

で
、心
に
余
韻
の
残
る
一
日
で
し
た
。

な
お
、
彦
根
支
部
の
事
務
局
員
の

皆
様
に
は
、
こ
の
日
ま
で
の
準
備
と

当
日
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
た
だ

き
、
お
陰
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
彦
根
支
部
理
事
長

辻

城
学
）

︿
か
る
た
大
会
の
様
子
﹀
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朝
、
忙
し
く
新
聞
の
見
出
し
だ
け

を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
見
る
私
の
新
聞
の
見

方
は
、
一
生
懸
命
に
取
材
し
て
、
文

章
に
し
て
編
集
し
て
印
刷
に
回
し
て

い
る
筆
者
に
と
っ
て
は
、
腹
立
た
し

い
読
者
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
ふ
っ
と
目
に
つ
く
記
事
は
、

真
面
目
に
読
ん
で
い
ま
す
。
先
日
の

朝
日
新
聞
の
一
面
に
目
を
引
く
記
事

が
あ
っ
た
の
で
、
紹
介
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

「
折
々
の
こ
と
ば
」
よ
り

Ｄ

ど
う
に
か

Ｉ

い
っ
し
ょ
に

Ｙ

や
っ
て
い
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
夏
海

Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
い
え
ば
「
ド
ゥ
・
イ
ッ

ト
・
ユ
ア
セ
ル
フ
」（
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
）
だ
が
、
仙
台
市
で
喫
茶

店
を
営
む
美
術
家
は
こ
ん
な
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
る
。
何
で
も
一
人
で
と
構

え
ず
に
、
仲
間
と
手
を
携
え
て
潜く

ぐ

り

抜
け
る
こ
と
。
う
ん
と
離
れ
て
い
て

も
頼
り
に
し
あ
え
る
人
が
い
れ
ば
、

少
々
ダ
メ
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
何

と
か
な
る
。
い
ざ
と
い
う
時
に
当
て

に
で
き
る
人
が
い
る
人
は
勁つ

よ

い
。

お
知
ら
せ

来
年
か
ら
錦
友
４
月
号
は
、
発
行

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
１
月
号
の
次

は
、
７
月
号
と
な
り
ま
す
が
、
投
稿

さ
れ
た
原
稿
は
、
必
ず
掲
載
い
た
し

ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

　第76回雪祭りが、今年も２月４日から２月11日迄華々しく行われました。目立ったのは上の

写真会津鶴ヶ城の雪像です。何故ここに鶴ヶ城なのか。思うに幕末の戊辰戦争（1868年）の後、

多くの会津藩の人々が追われるように北海道に移住しました。その人達とその子孫がこの地で

苦労して、地域の発展に寄与したことを忘れないからです。

　錦城流の教本５編に「白虎隊」の漢詩があります。16歳～17歳少年たちが炎上する城を見て、

落城したと思い、自刃した話は、今も語り継がれています。

　この雪像、自衛隊の第18連隊が制作しました。難攻不落の名城の作成に力が入った事でしょ

う。ただ国際情勢の緊迫化の中、今までの様な自衛隊の助力は難しくなっています。ともあれ

冬ごもりしている人々を屋外に出す、住民にとって貴重な行事です。

　皆さん元気にお過ごしですか。雪の中の選挙も終わり、104代目となる初の女性の宰相が

圧倒的多数で承認されました。女性の議員も増え、世の中は少し変わるかもしれません。札幌の

雪まつりは年によっては雪が足りない時もありますが、今年は有り余る雪が降り、逆に市として

排雪予算を追加しなければならない羽目になっています。開催中は、真っ白な綺麗な雪でした。

（雪像）会津鶴ヶ城　　　　　　札幌大通り8丁目会場

会員増強のための声かけ推進標語　まずは　あなたから　声かけを




